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村栄一: 超急性期入院虚血性脳血管障害の通常治療による３カ月目の転帰 －脳卒中

急性期患者データベースによる前向き検討－. 脳卒中 26: 323-330, 2004 

176) 城有美, 熊倉俊一, 石倉浩人, 小林祥泰: 胸骨痛を初発症状とした急性リンパ性白

血病の１例. 内科 94: 389-393, 2004 
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177) 神田響, 杉原正樹, 岡田和悟, 原田孝之: 肺癌多発転移により死亡した HTLV-1 

Associated Myelopathy (HAM)の１剖検例. 島根医学 24: 71-72, 2004 

178) 足立智英: 二、血圧管理と脳卒中発症抑制. 日本医事新報 16-17, 2004 

179) 村川洋子: 膠原病の治療. 全国膠原病友の会島根県支部 すくらむ 9-24, 2004 

180) 中川俊男, 田邊純嘉, 齋藤勇, 小林祥泰, 橋本信夫, 寺本明: （第 44 回日本脳ドッ

ク学会）パネルディスカッション 脳ドックの現状と将来への期待. 健康医学 18: 

58-83, 2004 

181) 長井篤: 五、脳卒中再生医療、分子生物学的治療. 日本医事新報 19, 2004 

182) 田中(高峰)道子, 梶谷みゆき, 松田晶子, 星谷登志子, 古瀬浩介, 小林祥泰: 高齢

の市中肺炎患者における入院期間長期化の要因分析. 日本老年医学会雑誌 41: 

666-669, 2004 

183) 藤島正敏, 小林祥泰, 長尾哲彦, 金勝慶: （座談会）高血圧と認知機能障害-その機

序と降圧治療の有用性-. 脳と循環 9: 11-21, 2004 

184) 卜蔵浩和, 小林祥泰: 高齢者高血圧の管理 高齢者高血圧と認知機能の低下を防ぐラ

イフスタイルの改善と降圧療法. Medical Practice 21: 269-273, 2004 

185) 卜蔵浩和, 小林祥泰: VI.臨床-高血圧が原因となる合併症- 無症候性脳血管障害. 

日本臨床 62: 373-376, 2004 

186) 卜蔵浩和: 一、脳卒中の危険因子に関するトピックス. 日本医事新報 15-16, 2004 

187) 卜蔵浩和: キトサンのコレステロール低下作用と安全性. キチン・キトサン研究 10: 

8-12, 2004 

188) 卜蔵浩和, 松原美和, 山口修平: 特集/脳の機能検査法マニュアル ERP(事象関連電

位)および ef-MRI(事象関連機能的 MRI). MEDICAL REHABILITATION 36-43, 2004 

189) 卜蔵浩和: 脳梗塞慢性期のうつと痴呆. 今月の治療 12: 102-103, 2004 

190) 卜蔵浩和, 小林祥泰: （重大合併対策ガイドライン：脳卒中）高血圧合併糖尿病－ピ

ットフォールと対策－. 総合臨床 53: 1494-1498, 2004 

191) 卜蔵浩和, 小林祥泰, 飯島献一, 小黒浩明, 山口修平: 高齢者の精神機能の衰退予

防に関する研究「高齢者脳機能の経年変化に与える社会的環境因子と無症候性脳病変

」. 第 49 回(平成 14 年度)社会厚生事業助成  医学研究報告集 54-57, 2004 

192) 卜蔵浩和, 中村英介, 古和久典, 津村弘人, 中野晃伸: 第 27 回認定内科専門医会中

国支部オープン教育セミナーまとめ. 発熱，意識障害にて入院し，Ｍ蛋白血症を認め

た１例. 内科専門医会誌 16: 381-412, 2004 

193) 卜蔵浩和: Branch atheromatous disease とラクナ梗塞. Medical Practice 21: 1924, 
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2004 

194) 卜蔵浩和: （特集：脳血管障害の診断と治療）生活習慣病と脳血管障害. Angiology 

Frontier 3: 49-51, 2004 

195) 檜垣雄治, 玉井瑛子: 療養型病床群における寝たきり患者 18 名の疥癬症に対するイ

ベルメクチンの有効性と安全性の検討. 島根医学 24: 52-57, 2004 

 

学会発表 

1) 漆谷善徳, 戸谷誠二, 遠藤章, 大居慎治, 前迫直久: 劇症型溶血性尿毒症症候群の 1

例. 島根血液・凝固・免疫症例検討会. 出雲, 2003/1/25 

2) 石倉浩人: DIC 治療に関するアンケート結果. 島根血液・凝固・免疫症例検討会. 出

雲, 2003/1/25 

3) 川上耕史, 池田繭子, 本郷恵美, 角田佳子, 宗正昌三, 津村弘人, 小林祥泰, 熊倉

俊一, 石倉浩人, 高橋勉: 胸腺原発 MALT リンパ腫の一例. 島根血液・凝固・免疫症

例検討会. 出雲, 2003/1/25 

4) 山口拓也, 卜蔵浩和, 山口修平, 小林祥泰: 小脳症状、難聴で発症し、錯乱状態をき

たした脳表ヘモジデリン沈着症の一例. 第 26 回 日本脳神経 CI 学会総会. 名古屋, 

2003/2/7 

5) 川上誠, 上尾豊二: 1 年間 IVH 療法下にあったターナー症候群合併全身性強皮症の転

帰. 第 22 回 山陰リウマチ性疾患研究会. 松江, 2003/2/22 

6) 池田繭子, 角田佳子, 近藤正宏, 村川洋子, 小林祥泰: 解離性大動脈瘤、腎癌術後に

急性腎不全にてSLEを発症した男性症例. 第22回 山陰リウマチ性疾患研究会.松江

, 2003/2/22 

7) 伊佐勝憲, 瀧下修一, 小林祥泰: 虚血性脳血管障害発症の時間的要素についての検

討. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

8) 熊井康敬, 湧川佳幸, 高田潤一, 鴨打正浩, 大星博明, 北園孝成, 井林雪郎, 飯田

三雄, 小林祥泰: 全国脳卒中急性期患者における脳梗塞型別、年代別、性別頻度、予

後について JSSRS. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

9) 山口修平, 松原美和, 小林祥泰: 脳血管障害後の認知機能障害に対する釣籐散の効

果. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

10) 山口拓也, 山口修平, 小林祥泰: 脳梗塞患者における無症候性出血性病巣の検討. 

第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

11) 足立智英, 高木誠, 星野晴彦, 溝井令一, 村井麻衣子, 道具伸浩, 荒川千晶, 守屋
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里織: 進行性脳梗塞の臨床像の変化. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 

2003/3/13 

12) 道具伸浩, 高木誠, 星野晴彦, 溝井令一, 足立智英, 村井麻衣子, 荒川千晶, 守屋

里織: 進行性脳梗塞の臨床的特徴. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

13) 飯島献一, 小林祥泰, 卜蔵浩和, 長井篤, 山口修平: 急性期虚血性脳血管障害患者

の近赤外線スペクトロスコピーによる脳循環自動調節能の検討- 第３報-. 第 28 回 

日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

14) 野村栄一, 仲博満, 中村重信, 梶川博, 郡山達男, 松本昌泰, 小林祥泰: 虚血性脳

血管障害急性期における通常治療の併用療法の実態 ー脳卒中データバンクの解析か

らー. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

15) 井川房夫, 大林直彦, 今田裕尊, 日高俊和, 尾上亮, 魚弗川哲二, 小林祥泰: 脳卒

中データバンクによるくも膜下出血の解析. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 

2003/3/13 

16) 呉麗華, 田国平, 宋利春, 高橋一夫, 山口修平, 小林祥泰: 日本脳卒中急性期患者

データベースを用いた中国沈陽における脳卒中調査. 日中笹川医学研究者制度  

第 11 期特別研究者研究報告会. 東京, 2003/3/14 

17) 高尾昌樹, 佐藤秀樹, 棚橋紀夫, 福内靖男, 小林祥泰, JSSR study group: 脳梗塞急

性期の抗血小板、抗凝固療法と予後の病型別解析、脳卒中急性期患者データベース

JSSR からの検討. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

18) 酒向正春, 久門良明, 大西丘倫, 小林祥泰: 急性期脳梗塞患者 6024 例における外科

的治療の検討. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

19) 小林祥泰, 松井龍吉, 中村英介, 飯島献一, 高橋一夫: 脳梗塞超急性期の治療効果

判定における脳卒中スケールの評価. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 

2003/3/13 

20) 星野晴彦, 高木誠, 溝井令一, 足立智英, 道具伸浩, 荒川千晶, 守屋里織, JSSRS グ

ループ: 脳卒中データバンクにおけるオザグレルおよびアルガトロバン投与例の検

討. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 2003/3/13 

21) 冨永悌二, 吉本高志, 小林祥泰: くも膜下出血患者の治療予後に関与する因子の検

討ー脳卒中急性期患者データベースより. 第 28 回 日本脳卒中学会総会. 東京, 

2003/3/13 

22) 和田邦泰, 平野照之, 小林祥泰, 松本典子, 橋本洋一郎, 内野誠: 急性期脳梗塞に

対する抗トロンビン薬療法の臨床病型別検討. 第28回 日本脳卒中学会総会. 東京, 
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2003/3/13 

23) 塩野美鈴, 原克美, 角田理恵, 安原みずほ, 漆谷義徳: 透析食を楽しみましょう～

新しい食事指導を試みて～. 第５０回山陰透析懇話会. 米子, 2003/3/30 

24) 長井篤, 石田由利, 角田佳子, 小林祥泰: 炎症性筋疾患および培養筋芽細胞におけ

る chemokine-like factor の発現. 第 100 回日本内科学会総会・講演会. 福岡, 

2003/4/1 

25) 岡田和悟, 梅枝伸行, 若林規良, 赤木収二, 梅野哲弘, 佐藤宏, 山内克実, 古家寛

司: 緊急 MRI を用いた脳卒中診療態勢と線溶療法（第二報）. 第 100 回日本内科学会

総会・講演会. 福岡, 2003/4/3 

26) 卜蔵浩和, 小林祥泰, 山口修平, 長井篤, 飯島献一, 小黒浩明, 松井龍吉, 石田由

利, 山口拓也: 急性期脳梗塞患者に対する「ベッドサイド嚥下機能評価」の有用性. 

第 100 回日本内科学会総会・講演会. 福岡, 2003/4/3 

27) 小林祥泰: シンポジウム痴呆の克服 血管性痴呆の治療戦略. 第 26 回 日本医学会

総会. 福岡, 2003/4/6 

28) 卜蔵浩和: 前頭葉機能評価としての事象関連電位.第 14 回中・四国老年期痴呆研究会

. 岡山, 2003/4/19 

29) 角田佳子, 村川洋子, 近藤正宏, 池田繭子, 小林祥泰: ビスフォスフォン酸製剤の

投与で皮疹、関節痛の改善を認めた多中心性細網組織球症の一例. 第 47 回日本リウ

マチ学会総会・学術集会. 東京, 2003/4/26 

30) 高橋一夫: 急性期脳卒中データベースによるキサンボン・ラジカット併用の評価. 第

8 回脳卒中診療とインターネット研究会, 出雲, 2003/5/8 

31) 小林祥泰: 島根医科大学附属病院地域医療ネットワークシステム最新版. 第8回脳卒

中診療とインターネット研究会. 出雲, 2003/5/8 

32) 小野暢子, 中村英介, 小林祥泰: 頭部外傷後 15 年を経て発症したてんかんの 1例. 

第 17 回島根てんかん研究会. 出雲, 2003/5/9 

33) 山口修平, 松原美和, 小林祥泰: 釣藤散による脳卒中後の認知機能障害の改善. 第 8

回島根中医学会, 出雲, 2003/5/11 

34) 松井龍吉, 小林祥泰, 飯島献一, 小黒浩明, 山口修平: 八味地黄丸が有効であった

Shy-Drager 症候群の一例. 第 8 回島根中医学会, 出雲, 2003/5/11 

35) 佐藤秀樹, 高尾昌樹, 棚橋紀夫, 小林祥泰, JSSR study group: 脳梗塞急性期の抗血

小板,抗凝固療法使用頻度の病型別解析-JSSR からの検討-. 第 44 回日本神経学会総

会. 横浜, 2003/5/15 
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36) 山口修平: 新奇情報に対する前頭前野-海馬の神経活動と慣れ現象-事象関連 fMRI に

よる検討-. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 2003/5/15 

37) 小黒浩明, 山口修平, 卜蔵浩和, 小林祥泰: Frontal Assessment battery の臨床的有

用性. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 2003/5/15 

38) 足立智英, 高木誠, 星野晴彦, 溝井令一, 村井麻衣子, 道具伸浩, 荒川千晶, 守屋

里織: 進行性脳梗塞の病型と治療の変化. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 

2003/5/15 

39) 村井麻衣子, 高木誠, 星野晴彦, 溝井令一, 足立智英, 道具伸浩, 荒川千晶, 守屋

里織: Branch atheromatous disease の臨床像-他の病態との比較 . 第 44 回日本神

経学会総会, 横浜, 2003/5/15 

40) 渡辺達三, 長井篤, 石田由利, 竹内裕美, 小林祥泰: ラット一過性中大脳動脈閉塞

モデルにおけるヒト神経幹細胞株移植の検討. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 

2003/5/15 

41) 平野照之, 橋本洋一郎, 小林祥泰, 米原敏郎, 内野誠: 病型別・年代別・性別の虚血

性脳血管障害発症率-JSSR Study の結果より-. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 

2003/5/15 

42) 峰松一夫, 大坪亮一, 小林祥泰: 虚血性脳血管障害と心房細動-脳卒中患者登録研究

（JSSRS）より-. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 2003/5/15 

43) 小林祥泰: （テーマ：BRAIN RESCUE-最適な治療を目指して-）脳卒中データベースか

ら考える急性期脳梗塞の治療戦略. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 2003/5/16 

44) 長井篤, 石田由利, 小林祥泰: β蛋白の神経毒性へ及ぼす cystatin C の影響-in 

vitro study. 第 44 回日本神経学会総会, 横浜, 2003/5/16 

45) 卜蔵浩和, 山口修平, 小林祥泰: NoGo 電位と抑制性プライミング効果. 第 44 回日本

神経学会総会. 横浜, 2003/5/16 

46) 寺崎修司, 橋本洋一郎, 内野誠, 小林祥泰: ウロキナーゼ 6万単位/日点滴の施行状

況と有用性. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 2003/5/17 

47) 若林規良, 梅枝伸行, 岡田和悟, 小林祥泰: アルツハイマー型痴呆（DAT）における

髄液中総タウ蛋・Amyloid Aβ1/42 の測定. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 

2003/5/17 

48) 星野晴彦, 高木誠, 溝井令一, 足立智英, 村井麻衣子, 道具伸浩, 守屋里織, 荒川

千晶: 脳卒中データバンク（JSSRS）におけるオザグレルとアルガトロバン投与例の

検討. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 2003/5/17 
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49) 石田由利, 長井篤, Kim SU, 小林祥泰: トロンビン刺激後のアストロサイトがもたら

す神経細胞保護効果について. 第 44 回日本神経学会総会. 横浜, 2003/5/17 

50) 古家寛司, 山内克実, 岡田和悟: 高齢者に発症した特発性発作性寒冷血色素尿症（

PCH）. 第 88 回 日本内科学会中国地方会. 出雲, 2003/5/31 

51) 高橋勉, 津村弘人, 小林祥泰, 熊倉俊一, 石倉浩人: 血球貪食症候群を合併したと
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